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令 和 ８ 年 度 委 託 訓 練 （ 長 期 高 度 人 材 育 成 コ ー ス ） 

保育士養成科 受講生募集要項 

【 対 象 者 】 

①～⑦のすべてに該当する方 

① 公共職業安定所に求職申し込みを行い、受講指示、受講推薦又は支援指示が受けられる方 

② 新規学卒未就職者（受講申込み時点で学校卒業後１年以上経過している方は除く）でない方 

③ 国家資格「保育士」を取得し、正社員就職を希望する方 

④ 保育士養成科を修了し、対象資格等を取得する明確な意思を有する方 

⑤ 公共職業安定所における職業相談において、ジョブ・カードを活用したキャリアコンサルティングを受け、

その結果訓練の受講が必要と認められる方 

⑥ 過去に１年以上の公共職業訓練（委託訓練）を受講（正当な理由のない中途退校も含む）したことのない方 

⑦ 高等学校卒業以上（これに準ずる方を含む。）の方 

 

【 応募受付期間 】  ※ ①②両方の願書提出が必要です。 

① 令和８年２月２０日（金） ～ 令和８年３月１１日（水）１２：００ (ハローワークへの入校願書) 

② 令和８年２月２４日（火） ～ 令和８年３月１１日（水）１５：００ (広島文化学園への入学志願票) 

 

【 応 募 方 法 】 

①を住所地を管轄するハローワークの職業訓練窓口に提出してください。②は広島文化学園短期大学に提出し

てください。なお、提出された書類等は返却しません。また、ハローワーク・学校法人広島文化学園と情報共有

しますので、あらかじめご了承ください。 

※ 提出書類に記載された個人情報は、選考・入校等の事務以外には使用しません。 

 

① 入校願書（写真［タテ４cm×ヨコ３cm］が１枚必要です。） 

 ハローワークの職業訓練窓口に相談の上、入手してください。 

 

② 広島文化学園短期大学保育学科の出願書類（一般選抜（後期）又は社会人特別選抜（後期）） 

 「インターネット出願」する前に、電話で「本制度利用希望」であることをお知らせください。 

 必要な出願書類と提出方法は広島文化学園「学生募集要項」を参照してください。  

「学生募集要項」は広島文化学園ホームページまたは広島文化学園大学・短期大学 広島 長束キャ

ンパスから入手できます。 

 卒業した高等学校等の調査書又は卒業証明書が必要になります。（発行に時間を要する場合がある

ようです。ご注意ください。） 

 本制度利用者の入学検定料は無償になります。 

※お問い合わせ先：広島文化学園大学・短期大学 広島 長束キャンパス 入試室 【電話】082-239-5171 

 

【 事 前 説 明 会 】 

訓練の受講を考えている方を対象に、訓練内容等の説明会を実施します。 

名 称 内 容 実 施 日 時 会 場 

① 職業訓練説明会 
（ハローワーク主催） 

長期高度人材育成コース
の概要、保育士養成科の訓
練内容について説明が聞
けます。その後、個別相談
もできます。 

令和８年２月２７日（金） 
１３：３０～１６：００ 

ハローワーク廿日市 
２階大会議室 

令和８年３月 ５日（木） 
１０：００～１２：００ 

ハローワーク広島東 
３階大会議室 

② 事前説明会 
（学校主催） 

訓練を実施する場所・施設
の確認ができ、カリキュラ
ム等について詳しい説明
が聞けます。 

① 令和８年２月２６日（木） 
１３：３０～１４：３０ 

② 令和８年３月 ５日（木） 
１３：３０～１４：３０ 

広島文化学園短期大学 
【電話】082-239-5171 

① 職業訓練説明会について 
※ すべて事前予約制です。※ ハローワーク広島東は駐車場がありません。  
※ ハローワーク広島東、ハローワーク廿日市は、訓練実施機関の参加を予定しています。 

② 広島文化学園短期大学主催の事前説明会 
※ 事前に上記会場へ電話で確認をしてからの参加をお願いします。 

 

 

 

 

【 入校選考・入学選考 】 

■ 実 施 日：令和８年３月１８日（水） 入校選考と入学試験を同日に行います。 

両方の試験を受ける必要があります。 

① 入校選考 受付 ９：００  選考開始 ９：３０  選考終了 １２：３０（予定） 

※ 受験票は発送しません。選考日に受験票を渡します。 

② 入学選考 入室 １３：１０まで  試験開始 １３：３０ 

※ 必ず広島文化学園短期大学の「学生募集要項」で詳細を確認してください。 

 

■ 選 考 会 場：広島文化学園大学・短期大学 広島 長束キャンパス 

（広島市安佐南区長束西 3-5-1） 

公共交通機関を利用してお越しください。 

＜アクセス方法＞ 

① JR 可部線安芸長束駅下車、約 800m 

② 広島交通バス「文化学園大学・短期大学」行き 

        「文化学園・祇園が丘」行き 

広島駅前バス乗場（10 番）より約 30 分 

横川駅より約 15 分 

③ 旧国道経由郊外線バス長束下車、約 900m 

 

■ 入 校 選 考：筆記試験（国語・数学）及び面接により、訓練の必要性等を総合的に評価し、合否を判断します。 

  入 学 選 考：小論文（一般選抜） 又は 小論文・面接（社会人特別選抜）  

 

■ 携 行 品：筆記用具（鉛筆又はシャープペンシル、消しゴム、黒ボールペン） 

切手［３２０円分］（選考結果通知用）、昼食（当日食堂は営業していません） 

※広島文化学園短期大学の「学生募集要項」で入学選考に必要なものを確認してください。 

 

■ そ の 他： 

 発熱や体調不良の方は受験をお断りする場合があります。 

 筆記試験の例題は下記 URL に掲載しています。 

広島県ホームページ内（https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/183/） 

 選考を辞退する場合は、必ず広島高等技術専門校とハローワークへご連絡ください。 

 

【 合 格 発 表 】 

■ 発 表 日 時：令和８年３月２３日（月）１２：００ （時間は前後する場合があります。） 

広島県ホームページ内（https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/183/）と広島高等技術専

門校の玄関前に合格された方の受験番号を掲示します。また、選考結果を特定記録郵便にて発

送します。（選考結果開示可能） 

広島文化学園短期大学 保育学科の合格発表（令和８年３月１９日）があります。 

広島文化学園短期大学 保育学科と広島高等技術専門校が実施する選考の両方に合格しない

と、「長期高度人材育成コース 保育士養成科」の訓練生として認められません。 

 

【 入 学 手 続 】 

■ 手 続 期 間：令和８年３月２３日（月）１２：００～令和８年３月２５日（水）１７：００ 

■ 手 続 場 所：広島文化学園大学・短期大学 広島 長束キャンパス（広島市安佐南区長束西 3-5-1） 

■ 準備する物：広島文化学園より送付される入学願、誓約書、その他手続きに必要な書類 

 保育士養成科を辞退する場合は、必ず広島高等技術専門校とハローワークへ連絡ください。 

◇◆問い合わせ先◆◇ 広島県立広島高等技術専門校 委託訓練担当 

〒733-0851 広島市西区田方二丁目２５－１  TEL：082-273-2294 FAX：082-273-1777 

（この訓練は広島高等技術専門校が学校法人広島文化学園へ委託して行う公共職業訓練です。） 

ホームページ 
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長期高度人材育成コース 訓 練 コ ー ス 概 要 広島県立広島高等技術専門校 

訓 練 科 名 保育士養成科 コース番号 ＨＨ０１ 

訓 練 実 施 施 設 広島文化学園短期大学 定 員 ４名 

訓 練 実 施 期 間 
令和８年４月３日（金）から令和１０年３月１５日（水）（変更の場合あり）まで 

（訓練期間：２年間） 

訓 練 実 施 時 間 訓練実施施設の授業時間割のとおり 

教科書等費用（税込） 

１年次：８８，０００円程度（テキスト代、その他諸経費） 

２年次：４５，０００円程度（テキスト代、その他諸経費） 
※ 任意資格試験のテキスト代及びその受験料、個別に希望する実習等に係る費用、その他受講者

個人に関する費用は、別途、受講者の負担になります。実習施設への交通費は、受講あっせん

区分に応じて受講者の負担になる場合があります。 

※ ３月 31 日（火）午前 12 時以降の辞退は、教科書等費用を負担していただく場合があります。 
※ 入学金、授業料、施設維持費は無料です。 

 

訓 練 目 標 
保育に関する専門知識と実践的な技術を体系的に修得し、保育士資格を取得するため、指定科目の履修及
び保育実習を必須として行う。 

仕 上 り 像 保育士として必要な知識及び技能を修得し、保育士の免許を得る。 

対 応 職 種 保育士、幼稚園教諭、保育教諭、児童保育指導員、児童館指導員、保育補助者、特別支援学校教員 

訓

練

内

容 

科 目 科 目の概 要 時間数 

社会福祉 
「社会福祉とは何か」「私たちの生活とどのような関連があるのか」を考えながら、身近な問題を通
して福祉理念、制度・サービス、先駆的実践などを学ぶ。 30 

子ども家庭福祉 
少子高齢化、核家族化等、社会的環境が変化する現代において、保育者として保護者の悩みや不安
を受け止め、子どもの最善の利益を尊重し、柔軟に支援を行っていける力を身につける。 30 

保育原理 
保育の意義や目的、法令及び制度、思想や歴史的変遷、保育の現状と課題など保育の本質を学ぶ。
保育所保育指針における保育の基本を学び、自分なりの保育観を培う。 30 

教職・保育者論 
子どもたちの命を守り、子どもの最善の利益を尊重するとはどういうことなのかについてグループ
ディスカッションを取り入れ、共に考え教職に就くこと、保育者になることの意義と社会的責任に
ついて学ぶ。 

30 

社会的養護Ⅰ 
子どもの生活保障、権利擁護、発達保障、自立支援を基本理念とする社会的養護の諸制度や支援の
内容、支援者に求められる役割などの基本的知識を学ぶとともに、「子どもの最善の利益」を考え実
践できる支援者としての素地、態度を養う。 

30 

教育原理 
保育者として必要な教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想等の概要について、基本的な知
識・技能を身に付ける。 30 

保育の計画と評価 
①保育の充実と質の向上に資する保育の計画と評価について理解する。②計画の作成につい 
て、その意義と方法を理解する。③子ども理解に基づく保育の課程の構造を捉え理解する。 30 

保育の心理学 
保育における発達理解の意義を学ぶ。各発達時期における運動、言語、認知、社会性の発達の具体
的な内容について学び、支援の基本を理解する。子どもの各発達段階の特徴を理解し、乳幼児期の
発達を支える保育の在り方や保育者としての基本的な姿勢を学ぶ。 

30 

子ども家庭支援の心理学 
社会の現状や課題、それによって子どもたちに生じる心の問題を把握し、包括的な支援を考える視
点を養成する。療育センタ―、小児科発達外来に心理療法士として勤務した実務経験を活かし、実
態に合わせた支援の方法を指導する。 

30 

教育心理学 
専門的知識として、発達と学習の仕組みを理解し、実践力としてカウンセリングの基礎的事項を踏
まえた対応の仕方を学ぶ。 30 

子どもの保健 
①生涯発達に関する心理学的な知識の習得と発達課題について理解する。②子どもの心身の健康と
保健の意義を理解し、現代の社会的状況の子育て家庭の現状や課題を包括的に捉える視点を習得す
る。 

30 

子どもの健康と安全 
①保健的観点を踏まえた保育環境や援助・衛生管理・事故防止及び安全対策・危機管理・災害対策
の実際を理解、技能実践する。②子どもの一人ひとりの発達や状態等に即した適切な対応について
理解し、実践する。 

30 

子どもの食と栄養 
成長過程に応じた食事の意義と食事形態、与え方について学習し、保育者として、子どもに適切で
健全な食生活を送られるよう支援できるようになる。 30 

子ども家庭支援論 
少子高齢化、核家族化等、社会的環境が変化する現代において、保育者として保護者の悩みや不安
を受け止め、子どもの最善の利益を尊重し、柔軟に支援を行っていける力を身につける。 30 

子どもの理解と援助 

保育という営みにとって、子どもの心の在り方、成長・発達を理解するために必要な知識をグルー
プワークで意見交換しながら身に付ける。保育者として必要な態度を子どもの成長・発達の特徴を
理解しながら、一人ひとりの子どもに必要な援助の方策を考えていく。また、事例を通し子どもの
気持ちをくみ取り、理解するための分析力を身に付ける。 

30 

保育内容総論 
保育所・幼稚園・認定こども園における幼児期の教育・保育の目標を達成するために保育展開する
全ての内容を総合的・総論的に学習する。 30 

健康領域指導法 

乳幼児の発達における健康の定義や意義、および理論的背景などについて専門的知識を習得し、領
域「健康」に関する保育構想に活用できるようにする。グループワークやグループディスカッショ
ンを行いながら各テーマについて主体的に学び、子どもの心情に添いながら健康を視点においた指
導・援助をする方法や能力を身につける。 

30 

人間関係領域指導法 
子どもを取り巻く環境の変化と、人間関係領域指導法の関連性を学ぶことにより、子ども自身が成
長する過程で他の人と親しみ、支えあって生活するために、自立心を育て、人と関わる力を養うこ
とを目指す。 

30 

環境領域指導法 
保育実践の方法的基盤となる知識や技能を確かなものにするとともに、保育指導の実際について理
解を深める。グループディスカッション・プレゼンテーション・課題解決的な活動等を通して、指
導と評価の方法を協働的に学ぶ。 

30 

言葉領域指導法 
乳幼児の言葉の発達全般にわたる専門的知識、その言葉の発達を育むために保育者が心がけるべき
事項や言語環境の重要性等、保育現場で求められる言葉に関する専門知識への理解を深める。 30 

表現領域指導法（音楽） 

幼児の音楽教育法について実践を通して理解しつつ、身体を使った表現、楽器を用いた演奏について
学ぶ。加えて、現場を想定した計画と実践を行いながら、より実践的な音楽表現に関する取り組みを
経て、幼児の音楽活動を促進したり、また思考や感性などをはたらかせたりできるような展開につい
て学ぶ。 

30 

 

 

※ 上記は、保育士の資格取得に関連する科目の一部です。 訓練実施施設はこの他にも訓練科目を設定しています。 

※ 原則補講は実施しません。やむを得ず補講（再実習・再試験を含む）を実施した場合は、その費用を負担していただく場合があります。 

※ 実習は、休日に行う場合があります。 

※ 詳細につきましては、訓練実施施設の行う事前説明会でお問い合わせください。 

【 注 意 】 

 国家資格「保育士」の取得が不可能となった場合、正社員就職を希望していないと判断された場合、その時

点で訓練終了となります。 

広島文化学園大学・短期大学 

広島 長束キャンパス 
【 所 在 地 】 広島市安佐南区長束西 3-5-1 

【 電 話 】 082-239-5171 

【 交 通 手 段 】 

○ JR 可部線安芸長束駅下車、約 800m 

○ 広島交通バス「文化学園大学・短期大学」行き 

      「文化学園・祇園が丘」行き 

広島駅前バス乗場（10 番）より約 30 分 

横川駅より約 15 分 

○ 旧国道経由郊外線バス長束下車、約 900m 

 

【 入学式・入校式 】 

○ 入学式は、令和８年４月３日（金）です。 

広島文化学園 HBG ホール（広島市中区加古町 3-3） 

 

【 学校情報 】 

○ 校内･校外とも禁煙です。 

○ 実習が不可となり再実習になった場合、実習施設に

支払う再実習費（実費）は受講者の負担です。 

○ 身体障害者用駐車場が１台あります。 

○ 駐輪場（無料） 

 

訓

練

内

容 

表現領域指導法（造形） 
多様な造形表現を通して豊かな感性や表現する力を養い、創造性を豊かにできる指導者を養成する
ため、幼児の発達に即して、具体的な指導場面を想定して保育を構想する方法についての基本的な
知識や技能を身に付ける。 

30 

表現領域指導法（身体表現） 
「身体表現遊び」や作品創作の実践を通して、子どもの豊かな表現を引き出すために必要な感性と
身体表現能力を高めていく。さらに、幼児の感性と表現力の育ちに関与し、創造性を高めるための
指導法を身につける。 

30 

乳児保育Ⅰ 
生まれてきた子どもが人間として成長・発達していく道筋を踏まえた保育内容を理解するととも
に、職員間・保護者・地域との連携について、グループディスカッションを取り入れながら学習内
容を深めていく。 

30 

乳児保育Ⅱ 
3 歳未満児の発達を捉える視点、保育者の適切な援助や環境を構成する基本的な知識と技術を身に
つけ、子どもの主体性を保障する保育について考えていく。 30 

障害児保育 
望ましい障害児保育のあり方を探り、障害特性に応じた保育内容・方法が創造できる基礎的・基本
的な資質を育成する 30 

社会的養護Ⅱ 
施設養護や家庭養護における個別援助の実践について事例演習を通して理解を深め、子どもの最善
の利益の実現に向けて努力する支援者としての姿勢や態度を養うとともに、子どもや家族と援助関
係を形成するためのコミュニケーション技術や援助方法を学ぶ。 

30 

子育て支援 
保護者に対する相談、助言、情報提供、行動見本の提示等の支援について、その特性と展開を具体
的に理解する。 30 

幼児と表現（音楽） 
子どもがさまざまに音楽的に表現できる場をつくるための技術を、歌ったり演奏したりする体験を
踏まえながら学ぶ。また、学校教育と関連を視野に入れた、幼児段階における音楽活動の意義につ
いて考える。 

30 

器楽Ⅰ 
楽譜を読むことやピアノ奏法の基礎を身につけ、ピアノ技術を高めていく。また進度に応じて『こ
どものうた』などのレパートリーを増やし、それらの弾き歌いにも取り組む。 30 

器楽Ⅱ 
楽譜をよりスムーズに読めるようにし、器楽Ⅰで理解し身につけたピアノ奏法の基礎を活用しなが
ら、表現することについて学び、ピアノ技術がさらに向上するようにする。また、進度に応じて
『こどものうた』などのレパートリーを増やし、それらの弾き歌いにも取り組む。 

30 

器楽Ⅲ 
子どもと一緒に歌えるうたをより多く学ぶ。そのために、『こどものうた』20 曲を新たに弾き歌い
できるようにする。また、適宜進度に合った曲を弾きつつ、ピアノ奏法の技術をさらに高め、子ど
もと楽しめる演奏ができるようにする。 

30 

幼児と表現（造形） 
子どもの自由な発想による多様な造形表現を受容し尊重する指導者を養成するため，学生自らが多
様な表現活動を体験することを通して、造形表現を楽しむための基本的な知識や技能を獲得するこ
とを目的とする。 

30 

幼児と健康Ⅰ 
幼児の健康に関する知識や技能を実践的に身に付けるとともに、幼児の健康の獲得に大きく寄与す
る運動遊びを実際に経験し、保育現場でその楽しさを伝えることができるようにする。 30 

保育実習Ⅰ 
児童福祉施設等で実習を行い施設の機能を学び、子どもに対する理解を深め、保育の理論と実践の
関係について習熟し、保育者としての能力を培う。 180 

保育実習指導Ⅰ 
児童指導員として施設に勤務した経験をもつ教員の実践的な指導により、児童福祉施設（保育所・
施設）の内容、機能などの理解し、自ら課題を立てて取り組む力を養う。 60 

保育実習Ⅱ 
保育所等での実習を通して子どもに対する理解を深め、保育の理論と実践の関係について習熟し、
保育者としての能力を培う。 90 

保育実習指導Ⅱ 
保育所・施設で実践した実習や学科で学んだ理論をもとに、保育士としての必要な資質・能力・指
導技術を習得する。 30 

その他 保育士資格取得科目  330 

  合計（訓練時間数） 1710 以上 


